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慶最近光の磁性 棒による散乱又は吸収 スペク t )レに於いて,所謂 スピン波 モ

- ドが相転移点以上の常磁性領域で見出された ｡ MagT30n Sideband として

は Ycr05や 搬 F21), 2-Magnon過程 としては 勘 F22)で きれい - 莱

が得 られてV,る｡ 他方中性子の非弾性散乱に よる MagriOn mOdeの観出は既

に常磁性軸 で も数多 く宥 われて お り ,EIopp言)spinWaveとい う名で知5)
られてV,る｡ 定量敗勢解 も進め られているので, ここでは この結果 をふまえ

て ,光の歩合を考えてみる｡

そ,もそ~もスピン波 とV,lう概念は藤低温では よvl助 勢的描像を もつが,基盤 と

篭る長鞄駄秩序の消失 した常磁性飽敏では,その意味は甚だ不 明確 である｡ 同

じスピン波 とい う言喪 を用いた として も,その内容は再定義せねば 在らない O

-股に相転移点近傍 (上側)ではた とえ長拒雛秩序 (LRO)は を くとも短

距離秩序 (SBO)はか夜 Jh発達 し.その変動の寿命 も十分長 くなって くるO

従って今著 しその SROのサイズよりも十分短波長の励起波の (ェネJvギー了 1

が SROの寿命に くらべて十分短かければ,その波に とってはあたか も LRO

が存在す るかの如 く見え,十分夜識別は不可能 とそるだろ うO換言すれば間藤

にしてV'る Spin波的 復改は波長が短い程高温 まで存在しうる可能性が生ず る O

叉.こ6.-㌦ようを短波長 q･波は以上の考え方か らすれば ,相転移点で幣夢を揮 舞

を示さず ,連続的 に推移する馨であるoDyriamical Scalir!g仮説はこのよ
5)

う孜事実 を或程度裏づけるものであるO以上の抽像は sfiOが静的に或 る確 率
稽

で存在す る為では 夜 く,IDynamical復相関の一断面 として意味があるとい う

点 を忘れてはをら孜いO従って この観点か ら定式化へ と導く際 ,我 々はアプ リ

オ リには何 らの秩序をも仮定 しては をら在 vl. 或 サイズのクラスターを仮定す

れば ,そ の嵐有振動 モー ドが存在す る事は 昌明で あるO我 々が知 りたvlのは .

もしこの仮定が真実に近いの怒らば ,何離そ う孜のか とvlう事である.

6) /
ここでは Magnon Sid_et,a.rldを考えるO 入射光が十 分弱い歩合には吸収 ,

散乱係数は次のよ うな 4捗相隣と簡単 夜酪係にあるo
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Ek(t)± < Tk+… S_k川 再 ;S志 >

励起子が分散 を もつ場合には,モデ′レハ ミル トニアンは一般に

緑-∑AT･T + ∑JLCl･･S+∑J′S′･S

7)
及び局在励起子の項か らなるo Tは異るスピン多重項間QT･遷移を与える演算子 o

S′は励起状鮭のスピン演算子 o DynamicalMolecular Field近似を用い

て求めたスペグ r}レは Scbemaもic･VL書 くと次のように在るo

EX M
Ek=E(局 在)+△Eo+Ek +Ek

最初の二項がI"点の励起エネJVギー,後二項が分散を もつ場合の励起子及マグ

ノン的 モ- ドの励起エネルギー (マグノンサイドバン ド) a F.EkXは分散がな

けれは 0.注意すべ きは,スピン-励起子相互作用に よりr点の励起エネ.JVギ

-が温度依存性 をもつ事である｡ 従って だ土deban･dの温度依存性は両者の和

として あらわれるか ら,普通の意味のSideban･dの温度依存睦 よりも一般に

大 き く登るであろ う.
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